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「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 5）」

宮城学院女子大学 八　木　祐　子

. はじめに

本稿は、筆者が、2018年に、北インド、ウッタル・プラデーシュ（Uttar Prade ásh）州東部のアザ

ムガル（Azamgarh）県で調査をおこない、婚姻儀礼のさいに収集した民俗歌謡の事例報告の続編、

その 5 である。調査地域はボージプリー（Bhojipuršƒ）というヒンディー語の東部方言を話す地域に

属し、様々な民俗歌謡がうたわれる地域として知られている［八木 1990］。調査地域において、婚

姻儀礼は、シャーディー（ ÁS šadšƒ）、ゴウナー（Gaun ša）、ドーゲー（Doge）の 3 段階にわたっておこ

なわれる。そのなかでも最も主要なシャーディーについて記述する。これらの様々な儀礼ごとに、婚

姻儀礼の民俗歌謡（Viv šah K ša Gšƒt）が、主に既婚女性たちによってうたわれる。1 日目～6 日目は、

花嫁、花婿双方の家で儀礼がおこなわれる。婚姻儀礼の概要と 1 日目のウルド・チャーワル・チャ

ンナー儀礼の民俗歌謡については、「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 1）」で報告

［八木 2020］し、4 日目のウルド・カー・ドイヤー・ドーナー、及び 5 日目のマンダップ・ウタルナ

ーのさいにうたわれる民俗歌謡については「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 2）」

で報告した［八木 2021b］。また、「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 3）」で、マッ

ト・マンガラと呼ばれる 6 日目の儀礼と民俗歌謡について報告［八木 2022］した。さらに、「ボー

ジプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 4）」で、7 日目の民俗歌謡の前半部分について報告し

た［八木 2023b］ので、ここでは、その続きを報告する。

当該地域の先行研究や婚姻儀礼の詳しい過程、社会変化については、別稿を参照していただきたい

［八木 1990, 1991, 1992, 1999, 2010, 2015, 2021a］。なお、とりあげる民俗歌謡の事例は、その 1、そ

の 2、その 3、その 4 と続いているので、番号は前回の続きとする。

なお、本報告は、文部科学省の科学研究費基盤研究 C「北インド、ボージプリー文化圏の民謡に関

するジェンダー分析」（課題番号17K02032）の助成を受けた［八木 2023a］。本報告は、その成果報

告の一部である。

. 日目の民俗歌謡

～については、その 1 で報告しているので、ここでは省略する。

. 日目の民俗歌謡

については、その 2 で報告しているので、ここでは省略する。
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. 日目の民俗歌謡

については、その 2 で報告しているので、ここでは省略する。

. 日目の民俗歌謡

～については、その 3 で報告しているので、ここでは省略する。

. 日目の民俗歌謡

～については、その 4 で報告しているので、ここでは省略する。

前稿で、7 日目の半分ほどの儀礼を紹介したが、この後、ビヤーフと呼ばれる花嫁と花婿がそろっ

た一連の儀礼が、夜を徹しておこなわれる。ここからずっと、儀礼にともない、花嫁側の民俗歌謡が

続くので、本稿は、前稿の続きを紹介する。

 チュンリー

花婿及び花嫁・花婿の双方の親族が儀礼場にすわっているなかで、花婿側から花嫁側へ、籠に入れ

たサリーや金のネックレスや腕輪などの装身具（ガハナー）が贈られる。これらの贈り物は、花嫁だ

けでなく、花嫁の母親や姉妹、女性親族のためのものである。贈り物が花婿側から渡されると、花嫁

の叔父などの男性親族が、贈り物をチェックする。その横で、花嫁側の女性たちが、贈り物に文句を

つけ、花婿側を揶揄するガーリー（嘲り）の民謡をうたう。今回は、事例36～39がうたわれた。ち

なみに、事例38は、チュンリーのさいに定番の民謡であるが、1990年代頃までは「ライト」ではな

く、「トーチ」という単語が使われており、時代の変化が歌詞に反映されていることがわかる。

（事例36）

ådalav ša cha ådhavale sasuru kuchh n ša hošƒ.

jabale harav ša n ša cha ådhaib ša dilav ša khu ásh n ša hošƒ.

ådalav ša cha ådhavale bhasuru kuchh n ša hošƒ.

jabale åtikav ša n ša cha ådhaib ša dilav ša khu ásh n ša hošƒ.

ådalav ša cha ådhavale devaru kuchh n ša hošƒ.

jabale nathiy ša n ša cha ådhaib ša dilav ša khu ásh n ša hošƒ.
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ガハナーを与えません、サスル（舅）は、少しも。

首輪を与えないなら、心は嬉しくありません。

ガハナーを与えません、バスル（夫の兄）は、少しも。

ティカを与えないなら、心は嬉しくありません。

ガハナーを与えません、デワル（夫の弟）は、少しも。

鼻輪を与えないなら、心は嬉しくありません。

（事例37）

lai ail ša åd šal sas åtauv ša sasur ho.

bhasur ho lai ail ša åd šal sas åtauv ša.

kaisan kai muh laike bai åth ša ma åduv ša devar ho.

lai ail ša åd šal sas åtauv ša.

持ってきてください、安いガハナーを。サスル（舅）よ。

バスル（夫の兄）よ。持ってきてください、安いガハナーを。

どのような口で、すわっていますか、マンダップに。デワル（夫の弟）よ。

持ってきてください、安いガハナーを。

（事例38）

jar ša l šait dikh šado mein åd šal dekh šugšƒ.
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åd šal hog ša khar šab g šalšƒ d šungšƒ haz šar.

isšƒ sasuru ko khambhe mein b šandh rakh šugšƒ.

jar ša l šait dikh šado mein åd šal dekh šugšƒ.

åd šal hog ša khar šab g šalšƒ d šungšƒ haz šar.

isšƒ jšƒj ša ko ma ån ådap mein b šandh rakh šugšƒ.

jar ša l šait dikh šado main åd šal dekh šugšƒ.

åd šal hog ša khar šab g šalšƒ d šungšƒ haz šar.

isšƒ agu ša ko khambhe mein b šandh rakh šugšƒ.

jar ša l šait dikh šado mein åd šal dekh šugšƒ.

少しライトで見せてください。私のガハナーを見たいです。

ガハナーが悪かったら、ガーリーを与えます、1000回。

このサスル（舅）を竹に結びます。

少しライトで見せてください。私のガハナーを見たいです。

ガハナーが悪かったら、ガーリーを与えます、1000回。

このジージャー（夫）を竹に結びます。

少しライトで見せてください。私のガハナーを見たいです。

ガハナーが悪かったら、ガーリーを与えます、1000回。

このアグアー（仲人）を竹に結びます。

少しライトで見せてください。私のガハナーを見たいです。

（事例39）

šahi ho d šad ša kaisan sasuru kai charitra b šay.

gahan ša l šae ittar bittar uho s šal ša pittar b šay.

šahi ho d šad ša kaisan sasuru kai charitra b šay.

šahi ho d šad ša kaisan bhasuru kai charitra b šay

s ša åršƒ l šae ittar bittar uho ch šar mitar b šay.
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šahi ho d šad ša kaisan sasuru kai charitra b šay.

d šulh ša l šae hšƒro jaisan bar šatšƒ s šale chšƒka åt b šay.

šahi ho d šad ša kaisan sasuru kai charitra b šay.

アレ、ダーダー（父方の祖父）よ。どのようなサスル（舅）の性格ですか。

ガハナーは、とっても軽いです。そのサーラー（嘲りの意味、ここでは舅）は青銅です。

アレ、ダーダーよ。どのようなサスルの性格ですか。

アレ、ダーダーよ。どのようなバスル（夫の兄）の性格ですか。

サリーは、とても短いです。それは、4 メートルのものです。

アレ、ダーダーよ。どのようなサスルの性格ですか。

ドラハ（花婿）はヒーローのようです。バラティー（花婿行列）・サーレ（嘲りの意味）は、嘘つき

です。

アレ、ダーダーよ。どのようなサスルの性格ですか。

 花嫁入場

花嫁が、床屋カーストの女性、ナウンに付き添われて、儀礼場に入場する。このとき、花嫁はサリ

ーで顔を隠し、うつむいて入場する。花嫁は、花婿の反対側にすわる。サンギータの婚姻儀礼では、

事例40～42がうたわれた。

（事例40）

dhšƒre se åd šak ša du šaršƒ ho abahšƒ b šaršƒ kun šaršƒ.

jab tuhare p šap ša jšƒ dšƒ hai kany ša danav ša.

tab hob šu pršƒtam kšƒ py šaršƒ ho abahšƒ b šaršƒ kun šaršƒ.

dhšƒre se åd šak ša du šaršƒ ho abahšƒ b šaršƒ kun šaršƒ.

ゆっくり来てください、外に、扉から。今は未婚の女の子です。

あなたのパーパー（父親）がカニヤー・ダーンをします。

そのとき、プリータム（恋人）が愛します。今は未婚の女の子です。

ゆっくり来てください、外に、扉から。今は未婚の女の子です。

（事例41）
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b šandh ša b šandh ša nauv ša áshir p šag maliy ša maur šu debai karšƒ.

nauv ša kai dšƒdšƒ Ban šaras kai ra åndšƒ.

khojainšƒ maliy ša bhat šar maliy ša maur šu debai karšƒ.

b šandh ša b šandh ša nauv ša áshir p šag maliy ša maur šu debai karšƒ.

Sushšƒl kai dšƒdšƒ Ãzamaga ådh kai ra åndšƒ.

r šakhainšƒ maliy ša bhat šar maur šu debai karšƒ.

巻いて巻いてください、ナーイー（床屋）よ。頭にパグリー（タ―バン）を。マリヤー（花屋の妻）

よ、マウル（王冠）をあげてください。

ナーイーのディーディー（姉）は、バナーラスの娼婦です。

探します、マリヤーの夫を。マリヤーよ、マウルをあげてください。

巻いて巻いてください、ナーイーよ。頭にパグリーを。マリヤーよ、マウルをあげてください。

スシール（花嫁サンギータの花婿）のディーディーは、アザムガルの娼婦です。

恋をします、マリヤーの夫に。マリヤーよ、マウルをあげてください。

（事例42）

are re mor ša py šar ša bann ša ba åd šahšƒ nay šar ša bann ša.

bannšƒ ko lene šay ša d šur se.

harav ša liy ša ke ba åd ša n šam karel ša.

ch šar sau bšƒsšƒ v šal ša k šam karel ša.



――――

ba åd ša beim šan hai bann ša galat ins šan hai.

bann ša bannšƒ ko lene šay ša d šur se.

are re mor ša py šara bann ša ba åd šahšƒ nay šar ša bann ša.

bannšƒ ko lene šay ša d šur se.

アレ、わたしの愛するバンナー（男の子、花婿）よ。とてもユニークなバンナーです。

バンニー（女の子、花嫁）を連れてきてください、遠くから。

首輪をもってきました。その名前はとても有名です。

（しかし）420の嘘をつく（大ぼらを吹く）仕事をしています。

とても嘘つきです。バンナーはそのように悪いです。

バンナーがバンニーを連れてきてください、遠くから。

アレ、わたしの愛するバンナーよ。とてもユニークなバンナーです。

バンニーを連れてきてください、遠くから。

 カニヤー・ダーン

花嫁の父親が花婿に娘（カニヤー）を花婿に贈る（ダーン）重要な儀礼である。カニヤーは、未婚

あるいは処女という意味である。1970年代頃までは、父親は、初潮が始まる前に、娘を結婚させる

ことが望まれていた。現在は、農村に住む女性も教育レベルがあがり、高校を卒業してから結婚する

のが一般的である。儀礼場のなかでは、司祭がマントラを唱えながら儀礼を進める一方で、儀礼場の

まわりでは、花嫁側の女性親族や村の女性たちが、花嫁や家族の心情をうたった民謡や花婿側をから

かうガーリーをうたう。サンギータの婚姻儀礼では、事例43～46がうたわれた。

（事例43）

rošƒ rošƒ bannšƒ kahai šans šu bhari nayanav ša hamake bisaraval ša.

p šap ša daike kany ša danav ša.

p šap ša bisar šay dehanai godiy ša khel šay ke.

mammšƒ bisar šay dehanšƒ dudhav ša piy šay ke.
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rošƒ rošƒ bannšƒ kahai šans šu bhari nayanav ša hamake bisaraval ša.

ch šach ša daike kany ša danav ša.

ch šach ša bisar šay dehanai godiy ša khel šay ke.

ch šachšƒ bisar šay dehanšƒ dudhav ša pil šay ke.

泣いているバンニー（女の子、花嫁）が、言っています。涙が落ちています、目から。私を忘れてく

ださい。

パーパー（父親）よ。見てください、カニヤー・ダーンを。

パーパーよ、忘れてください、膝で遊んだことを。

マミィー（母親）よ、忘れてください。ミルクを飲ませたことを。

泣いているバンニーが、言っています。涙が落ちています、目から。

チャーチャー（父方の叔父）よ。見てください、カニヤー・ダーンを。

チャーチャーよ、忘れてください、膝で遊んだことを。

チャーチィー（父方の叔母）よ、忘れてください。ミルクを飲ませたことを。

（事例44）

tumhšƒ meršƒ bannšƒ tumhšƒ meršƒ n šajo tumhšƒ l ša ådalšƒ ho tumhšƒ l ša ådalšƒ ho.

bahut der bšƒtšƒ chalo ab saj šaden.

apanšƒ py šaršƒ bannšƒ ko dulhan ban šaden.

saj šate hšƒ esšƒ nikh šar šagašƒ hai jaise chaman mein kalšƒ khil gašƒ hai.

tumhšƒ meršƒ bannšƒ tumhšƒ meršƒ n šajo tumhšƒ l ša ådalšƒ ho tumhšƒ l ša ådalšƒ ho.

bahut der bšƒtšƒ chalo ab saj šaden.

apanšƒ py šaršƒ bannšƒ ko åtikav ša lag šaden.



――――

åtikav ša se esšƒ nikh šar šagašƒ hai jaise chaman mein kalšƒ khil gašƒ hai.

tumhšƒ meršƒ bannšƒ tumhšƒ meršƒ n šajo tumhšƒ l ša ådalšƒ ho tumhšƒ l ša ådalšƒ ho.

bahut der bšƒtšƒ chalo ab saj šaden.

apanšƒ py šaršƒ bannšƒ ko harav ša pinh šaden.

harav ša kšƒ esšƒ nikh šar šagašƒ hai jaise chaman mein kalšƒ khil gašƒ hai.

あなたは、私のバンニー（女の子）、あなたは私のナージョー（美しい女の子）、あなたはラドリー

（可愛がっている子ども）です。あなたはラドリーです。

何回も、（あなたは）来ました。今、化粧して。

自分の愛するバンニーが、ドウルハン（花嫁）になりました。

化粧して、あなたは、そのように、大変、美しくなりました。花が咲いたように（美しくなりました）。

あなたは、私のバンニー、あなたは私のナージョー、あなたはラドリーです。あなたはラドリーです。

何回も、（あなたは）来ました。今、化粧して。

自分の愛するバンニーが、ティラクをつけました。

ティラクをつけて、あなたは、そのように、大変、美しくなりました。花が咲いたように（美しくな

りました）。

あなたは、私のバンニー、あなたは私のナージョー、あなたはラドリーです。あなたはラドリーです。

何回も、（あなたは）来ました。今、化粧して。

自分の愛するバンニーが、ハラワー（首輪）をつけました。

ハラワーをつけて、あなたは、そのように、大変、美しくなりました。花が咲いたように（美しくな

りました）。

（事例45）

amav ša kšƒ ådariy ša suh šage cha ådhi j šašƒ ho.

p šap ša p šuchhai moršƒ be åtšƒ kais ša bar ch šahšƒ ho.

k šal ša jin khoj ša p šap ša jiyar ša åder šašƒ ho.

gor ša jin khoj ša p šap ša gu ån åd ša nikal j šašƒ ho.

n ša åt ša jin khoj ša p šap ša ma ån ådap mein her šašƒ ho.

lamb ša jin khoj ša p šap ša ma ån ådap hilaj šašƒ ho.
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アームの木の枝です。スハーグ（夫）は行きます。

パーパー（父親）が聞きます。私のベーティー（娘）よ、どんなバル（夫）が欲しいですか。

黒い人は探さないでください。パーパーよ。心が怖がります。

肌の白い人は探さないでください。乱暴な人になります。

背が小さい人は探さないでください。マンダップで見えません。

背が大きい人は探さないでください。マンダップにぶつかります。

（事例46）

pan ådit jaldšƒ biyahav ša kar šav ša ho nahšƒ tau jaib ša bu ådh šašƒ.

ehšƒ pan ådit s šale ke premav ša kai rog hai.

enake dšƒdšƒ ke lagavai sut šav ša ho nahšƒ tau jaiv ša bu ådh šašƒ.

barati havan ke dšƒdšƒ na ke ma ådav ša mein sut šav ša ho nahšƒ tau jaiv ša bu ådh šašƒ.

pan ådit jaldšƒ biyahav ša kar šav ša ho nahšƒ tau jaib ša bu ådh šašƒ.

ehšƒ nauv ša s šale ke premav ša kai rog hai.

enake dšƒdšƒ ke lagav ša sut šav ša ho nahšƒ tau jaiv ša bu ådh šašƒ.

ehšƒ mochhi ah šu ke premav ša kai rog hai.

enake dšƒdšƒ ke lagav ša sut šav ša ho nahšƒ tau jaiv ša bu ådh šašƒ.

sh šar åt v šale jaldšƒ biyahav ša kar šav ša ho nahšƒ tau jaiv ša bu ådh šašƒ.

l šal ko åt v šale ke premav ša kai rog hai.

enake dšƒdšƒ ke lagav ša sut šav ša ho nahšƒ tau jaihai bu ådh šašƒ.

ehšƒ dulhe s šale ke premav ša ke rog hai.
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enake dšƒdšƒ ke lagav ša sut šav ša ho nahšƒ tau jaihai bu ådh šašƒ.

パンディット（司祭）よ。はやくはやく結婚させてください。そうしないと、年をとってしまいます。

そのパンディット・サーレ（嘲りの意味）は、愛の病気です。

（彼、パンディットが）ディーディー（姉）と一緒に寝ます。そうしないと、年をとってしまいます。

すべてのバラティーのディーディーがマンダップに寝ます。そうしないと、年をとってしまいます。

パンディットよ。はやくはやく結婚させてください。そうしないと、年をとってしまいます。

そのナーイー（床屋）・サーレ（嘲りの意味）は、愛の病気です。

あなたのディーディーと一緒に寝ます。そうしないと、年をとってしまいます。

その髭が立派な人は、愛の病気です。

（彼が）あなたのディーディーと一緒に寝ます。そうでないと、年をとってしまいます。

シャツを着ている人よ。はやくはやく結婚させてください。そうしないと、年をとってしまいます。

赤いコートの人は、愛の病気です。

（彼が）ディーディーと一緒に寝ます。そうしないと、年をとってしまいます。

そのドラハ（花婿）・サーレ（嘲りの意味）は、愛の病気です。

（彼が）ディーディーと一緒に寝ます。そうしないと、年をとってしまいます。

おわりに

本稿では、7 日目の儀礼のクライマックスにあたる部分を紹介した。7 日目の夜は、花嫁、花婿が

マンダップという結婚式場にすわって様々な儀礼がおこなわれ、真夜中過ぎまで続く。サンギータの

婚姻儀礼でも、午前 1 時頃まで続き、親族や村の女性たちは、時折り、配られるチャイを飲みなが

ら、儀礼の間、民謡を歌い続けた。次回は、7 日目の残りの部分と 8 日目の儀礼について紹介したい。
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〈映像資料〉

〈写真 1～2〉写真 1 は、チュンリーがおこなれたときのものである。花嫁側の男性親族が、花婿側から贈られ

た篭に入った贈物を、いい品々かどうか点検している。そのさいに、花嫁側の女性たちが、事例36～39の民謡を

うたった。写真 2 は、カニヤー・ダーンのさいの写真である。右側の方に座る花嫁の母親と父親（ここでは、父

親が亡くなっていたので、かわりに花嫁の兄）が、娘である花嫁を、左側に座る花婿に与える。そのさいに、事

例43～46がうたわれた。

〈写真 1〉 〈写真 2〉

〈写真 3～4〉
写真 3 は、7 日目の儀礼が、夜中まで続くので、儀礼場にいる花婿や司祭、床屋、花嫁側の男性親族にチャイ

が配られているところである。写真 4 は、儀礼場のまわりで民謡をうたっている花嫁の親族や近所の女性たち、

見物している子どもたちにもチャイが配られているところである。

〈写真 3〉 〈写真 4〉


